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黒川　清

「バイオテクノロジーは生活者を
豊かにするか」

日本学術会議会長

基調講演

パネル討論

　今日は、基調講演ということで、武田理事長にはい

ろいろとお世話になっておりまして、こういう講演会

の機会をつくっていただけるというのは大変すばらし

いと思います。もっと増えるといいと思います。

　本日はそこで何が問題かということです。バイオ

は何かといいますが、地球上では遺伝子によって、

突
ミューテーション

然変異が起こりながらどんどん進化します。脊椎

動物の中で人類がこの地球上に現れたのが、だいたい

600 万年前じゃないかといわれております。ご存知で

すね。ところが、私たちホモサピエンスは、15万年前

に出てきたとわかっています。イブという人です。そ

うすると600万年前と15万年前の間には、いったい何

が起こっていたのかということを考えてみてください。

つまり、こういうことをたまに考える人が出てくると

一生懸命勉強するので、突然、これかということがわ

かるわけです。そういうことを考えないと、何もわか

らないわけです。それには気候、氷河期とかいろいろ

な説がありますが、よく考えてください。

　ネアンデルタール人は3万年前ぐらいまでいました。

一緒にいたときもあったのに、なぜネアンデルタール

人は生き延びないで、ホモサピエンスだけ生き延びた

のでしょう。それまでおそらく20から30種類のホモ

サピエンスがいました。去年、ネイチャー誌に出たよ

うに、18,000 年前にインドネシアに非常に小さな人

たちがいたわけですが、我々とはつながらなかった。

なぜホモサピエンスだけが、こんな大きな顔をして今

日こんなにたくさんいるのか。今日、我々は人工物の

中に囲まれて、まったく自然とは離れた生活をしてい

る。

　なぜホモサピエンスと他のヒューマンとは違ってい

るのかをよく考えてください。いろいろな説がありま

すけれども、よく考えているとリンゴが落ちたのを見

て、あっ、そうか万有引力はそうだと気が付くのであっ

て、考えていない人は何を見てもわかりません。そこで、

ホモサピエンスは15万年の間、何をしていたかとい

うと、つねに飢えや病気と闘ってきたわけです。子供

がぼろぼろと死んでいたことと飢えです。だんだん、

それについての知恵がついてくる。これが人間の知識

の元であり、1万年ぐらい前にはじめて農耕民族が出て、

それから数千年の間に文明というのが、いくつか出て

きたというのが人間の歴史です。せめて数千年という

ことです。その間、飢えと病気があったわけですけれ

ども、それに対する知恵というものがいろいろあって、

次の世代に残していくために、口で伝えるだけでなく、

書物とか文明が生まれました。はじめに文字、紙がで

きて、最初は石に書いていたのですが、いままでの経

験知が残されていって、これだけ頭のいい人たちが残っ

て、人工物に囲まれて変な生活を送っているというこ

とになっちゃったということであります。

　人間はつねに生き延びたいと思っています。知恵を

溜めながら、例えば14世紀、ヨーロッパでは人口がよ

うやく3,000万人になってきます。ところが、14世紀

中頃の3年間に、あっという間に1,000万人がいなくなっ

てしまいます。ペストです。黒死病とも言われました。

彼らは神様の罰だと思っているのですが、そのような

ことであります。今やペスト菌のせいだというのはわ

かっていますが、それがわかったのは1894年のことで

す。香港で最後の大流行があって、北里柴三郎などが

行って見つけたわけです。それがたった100年前のこ

とです。

第二部

飢えこそ知識の元
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　皆さんが一生懸命生きようとして、動物、植物は次の

子孫を残そうとするのが遺伝子の命令でありますから、

それに従います。それで何が起こったかというとローマ

帝国時代、その時代一番進んでいた社会で、人の余命が

ローマ時代で25歳まで伸びてきます。栄養失調とか伝

染病とか5歳未満で死んでしまうことが多かった。この

とき平均寿命が25歳だったのが、100 年前、ヨーロッ

パなどでようやく40歳になった。ローマ帝国時代から

15歳伸びるのに2000 年かかっているのです。

　ジェンナーが天
スモールポックス

然痘を見つけたのが18世紀の終わり

です。この時代に、少しずつ公衆衛生とか経験知が、よ

り普遍的になって衛生状況や栄養状態がよくなって寿命

が伸びてきました。こうして、ようやく25歳から40歳

になるのに2000 年かかりました。では、この100 年

でどう変わったでしょうか。今、日本やアメリカでは

80歳です。2000 年かかって15歳が、たった100 年で

40歳伸びるのはとんでもない世界ですよ。今の世界が

当たり前と思っているのが異常なのです。このことを、

まずよく理解してください。

　今年はアインシュタインが奇跡の五つの論文を出して

からちょうど100年です。相対性理論E=mc2といって、

ものにはエネルギーがあるということですけれども、そ

の論文を出して、しかもブラウン現象の論文を出して、

さらにフォトエレクトロンの論文を出したのが1905年

です。彼は、スイスの会計事務所をしていた普通のおじ

さんでした。今年は国際物理年ということで、いろい

ろな催し物があります。それがたった100年前ですけれ

ども、アインシュタインの論文が出て40年後に原子爆

弾が二つ日本に落ちるなんて誰が考えましたか。けしか

らんと思うでしょう。たしかに、けしからんですよ。だ

けど今、日本の電力の30パーセントは原子力発電です。

どうしますか。100年でこんなに変わってしまったので

すよ。100年前に想像ができたでしょうか。

　ということから、これから来る世の中を想像できます

か。1903年の12月17日に今まで不
インポッシブル

可能だといわれて

きたことをした人がいます。自転車屋さんです。ライト

兄弟です。はじめて人間を乗せて、動力で10秒間40メー

トル飛びました。それから、1927年にはリンドバーグ

が大西洋を渡りました。1969年には、人間が月に行きま

した。こんなことが起こると思いましたか。たった100

年でこんなに変わったのです。あしたニューヨークへ

行こうと思えば行けるでしょう。たった10時間ですよ。

サンフランシスコまで8時間。こんなこと予想できまし

たか。

　なんでこんなことが起こったのでしょう。それは、ずっ

と戦争があったからです。戦争に投資したからです。私

はこれを言いたいのです。アポロ計画も、コンピュータ

も戦争があったから国が投資したのです。だからその民

生化によって経済がすっかり変わりました。今でも戦争

をすればどんどん儲かりますよ。そんなことをしますか。

一部の国がやりますけど。それが常識だと思うところに

今の人たちの非常識さがあるということです。

　50年前にDNAの構造がわかりました。その50年後に、

人間のゲノムの配
シークエンス

列が読み解かれるなんて誰が予想し

ましたか。たった50年前ですよ。DNAの二
ダブルヘリックス

重らせんが

わかったのは。それはコンピュータの演算能力ですよ。

それから先ほどのお話しにもあったようにオートメー

ション、マイクロ化という技術があったからです。技術

があったからですが、その前に知りたいという人間の知

的欲求があったからです。何を知りたいかということを

考えていない限り、技術は目的ではなくて手段だから、

何を知りたいのと言わなくてはいけない。今、世の中が

変わったといっても、みなさんは何を知りたいのでしょ

うか。

　バイオは生活を豊かにするか、といいますが誰の生活

を豊かにしたいのですかということが、これからの質問

です。さて、日本は非常に豊かになり、今のような経過

の中でちょうど100年前に何が起こったかというと、日

露戦争に勝ちました。これは非常に大きなことなので

す。なぜでしょう。今の世界の私たちの常識である科学

技術はすべて西洋文化由来のものです。印刷技術も鉄道

技術もみつけたのは中国です。だけど、なぜ西洋の文化

になっているのでしょうか。19世紀の終わりから20世

紀に世界のすべてはヨーロッパ文明の影響下になりまし

た。100年前、それをはねのけ、独立できたのは日本だ

けです。そのヨーロッパ文明がすべてを支配していたと

きに、独立を維持できたのは、日本とタイだけです。な

ぜかということを考えてください。

　だけども、その後日本は、今までどの国とも交わった

ことがないから、自己中心の「私たちが正しい」とやっ

激変した世界の100年を考える

価値観を変えよ
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たからおかしなことになってしまったのですね。日本は

遣唐使以来、外国の人と交わったことがない。だから精

神構造は鎖国のままなのです。今でもそうではないかと

私は思うのです。違います？皆さん開国できない理由ば

かりを言っている。

　というわけで、これからの課題は何か。皆さんすごい

ですよ。ゲノムが読まれた、プロテオミクスなどわかっ

た、だからなんだ？何を知りたいの？それを言わなけれ

ばなりません。さて、100年前に日露戦争が起こったこ

ろ、何が起こったかというと、100年前やっと世界の人

口は16億まできました。1970年には戦争をしているに

もかかわらず30億になりました。それは公衆衛生がよ

くなって栄養状態がよくなって農作物がつくれるように

なって、工業化になってということがあって、先ほどの

話にもあったように1972年にローマクラブの成長の限

界が言われるのですが、止められませんでした。なぜで

しょう。冷戦をやっているからです。両方でたくさん原

子爆弾つくってミサイルつくって、止められなかった。

戦争をやっているからです。

　冷戦構造が終わったのは1991年です。次の年にリオ

デジャネイロで環境サミットがありました。そこから京

都議
プロトコール

定書へとくるわけです。1970年に30億だった人口

がもう64億になった。100年間で4倍になったのです。

4倍になって80まで生きて何をしますか。それでみん

なの生活活動は広がるでしょう。砂漠化するでしょう。

エネルギー、食料、水、廃
ウエイスト

棄物によって、環境が悪くな

るでしょう。どうするんですか。トヨタを見習えという

ことです。今までの価値観ではなくて、何をしたいかで

す。

　人口が16億から64億になったのは、今までの西洋

文化の恩恵だったということは確かです。100年前には

パスツールやコッホのおかげで、いろんなばい菌が見つ

かった。例えば結核菌は見つかっていたけれど、結核の

治療方法はなかった。それは戦後です。ストレプトマイ

シンができたのは終戦のころでしたからね。そのころの

もう一つの病気にポリオがあった。小児まひです。私の

世代は皆怖かったでしょう。ワクチンができてきたのは、

1960年ごろです。たった40年か50年で世の中こんな

に変わって、もう小児まひはなくなったと思われていた

ところに、アフリカの独
ディクテーター

裁者が、これは西洋文化の陰謀

だといって止め始めたところに、今またポリオがまた少

しずつ出始めてきました。天然豆も20年前になくなっ

たといわれました。ジェンナーから200年でなくなった

のです。大したものです。しかし、今、バイオテロのツー

ルになっています。バイオテクノロジーはすばらしいで

すよ。どう使うかは皆さんの知恵です。私たちは、知識

はたくさん増えました。だけどそれほど賢くなっている

わけではないということをよく考えてください。知識は

増えたけれども、知恵は大したことないということです。

　さて、そうなると21世紀の問題は人口が猛烈に増え

ているということです。しかも生活と経済のパラダイム

が産業革命以来変わりました。日本も含めて先進国では

75パーセントの人が都会に住んでいます。50年前、日

本の労働人口の50パーセントが農民でした。今、農民

は4パーセントです。それを当たり前と思っていちゃい

けない。たった50年前と全部違う。そのおかげでどん

どん都市化していて75パーセントの人が都会に住んで

いる。それは世界中がそうです。今、開発途上国でも

40パーセントから50パーセントが都会に住んでいます。

それはそういう経済体系になっているわけです。例えば、

これからのライジングパワーの中国であっても労働人口

の70パーセントが農民です。8パーセントの経済成長

を維持するのに、エネルギーが猛烈に必要です。先だっ

てダボス会議に出席していたのですけれど、中国は、あ

と15年から20年経済成長率を8パーセント維持すると

いってます。だけど、今の中国のエネルギーの70パー

セントは石炭です。今、どんどん石油を輸入しています。

環境をどうしますか。中国はこれから毎年原子力発電所

を3つから4つつくる計画です。必要ですから。その時

日本は何ができるかを考えてください。つまり日本の原

子炉の安全、安全というけれども、テポドン1発打ち込

まれたらどうしますか。隣から1発やられたらどうする

のですか。隣の中国では、原子力発電所を毎年3つから

4つつくっていくのですよ。そういうことを考えたら日

本の中の原子炉の安全、安全とばかりいっているのでは

駄目なのではないの、ということを考えてください。

　さて、環境です。エネルギー、どうするんですか。

気
クリメートチェンジ

候変動もそうですね、どんどん暖まっていくから、

カーボンニュートラルなエネルギーの資
ソース

源をこれから

投
イ ン ベ ス ト

資開発して、100年後、200年後どうするのか、それ

人口の都市集中と環境問題

日本の科学政策をどうするのか
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が科学技術政策ではないですか。その時に日本はどうす

るのかを考えるのが政策であり、国のビジョンです。ビ

ジョンを達成するために、政策をつくっていくんですよ。

そこにどういうふうに投資するかを考えなくちゃいけな

いのに、今さしあたりのリーダーはできない理由ばかり

言って、30年過ぎれば何がくるかわかっているでしょ

う？日本の3分の1は65歳以上になるのです。そのと

きどうするのですか。イタリアの特殊出生率は低くなっ

ていますから、イタリアは2050年には日本を越えた高

齢社会になっています。ですがイタリアはECで陸続き

ですから、あまり問題ありません。しかし、日本は島で

す。それでもやっていくのですか。今始めないと遅くな

りますよ。移民をするのですか。女性をもっと社会進出

するようにするのですか。女性がもっと子供を産めるよ

うな社会をつくるんですか。これが、さしあたり明日の

生活も大事だけれど、明日の仕
プロモーション

事も大事だけれど、もっ

と先の20年、40年先を考えたら何をするのかが大事で

す。今やらない限り、必ず取り返しがつかないことにな

るし、皆さんほどのインテリであれば10年後、50年後

に何が起こるか予測できているはずですから、どうする

かを決めるのが政策の決定のプロセスです。

　環境です。ですからトヨタはすごいということです。

いろいろな理由はあるかもしれないけれど、他の会社は

やるか。たとえば、トヨタのプリウスとホンダのシビッ

クはハイブリッドエンジンです。ハイブリッドエンジ

ンを開発したのは20年前ぐらいだと思います。それは

なぜかというと、それはカリフォルニアのマスキー法が

あったからです。つまりエミッションコントロールのも

のすごい法律をつくられたからです。それを日本の会社

はクリアしたのです。次は何かなと考えて投資したわけ

です。今やハイブリッドカーのトヨタのプリウスとホン

ダのシビックは、アメリカでは1年待ちです。つまり、

アメリカのテキサスの人たちが全員欲しがるとは思わ

ないけれども、5パーセントのいわゆるオピニオンリー

ダーは1年待っても、そういう車を買いたいというメン

タリティーになってきているのです。オピニオンリー

ダーというそれぞれの先進国の5パーセントから10パー

セントの人たちが、どのような振
ビ ヘ イ ビ ア

る舞い・行動をする

かということがだんだん国の行く末を決めていくとい

うことです。そこで、環境問題について、すべての産業

は中長期的に環境にコンパティブルなものをつくらない

限り、絶対コーポレート・ソーシャル・レスポンシビリ

ティー（ＣＳＲ、企業の社会的責任）としてはグローバ

ルマーケットにはサバイバルできません。まちがいなく。

　もう一つの問題は何かというと、64億といいました

けれども、そのうちの80パーセントは開発途上国と低

開発国にいます。20パーセントはイスラムです。世界

の人口の60パーセントはアジアにいます。アジアはま

ちがいなく成長してくる。だけど、アジアはこれまで成

長してきたヨーロッパと違います。ヨーロッパは、一応

キリスト教という一つのパラダイムで南米も北米もヨー

ロッパも、一つの宗教で、あまり意識していないかもし

れないが、ずっと成長してきました。アジアは人種も宗

教も文化もかなり違う人たちがいて、グローバリゼショ

ンによって情報が広がっているところです。アジアが必

ず成長してくるときに、100年前に西洋化して一応日露

戦争に勝って成功した日本は、アジアのために何ができ

るかということを考えてアジアでの信頼を再構築しない

限り、25カ国が一緒になったEUヨーロッパが、アジ

アに付き合うと思いますか、日本に？アメリカは、日本

に付き合うと思いますか、50年後に？つまり、アジア

での日本の歴史的な背景を考えれば、どういう国になっ

て、アジアから信頼されるかということがない限り、経

済だけでいっているのであれば、ECもアメリカも付き

合うような国になれません。じゃあ、どうしたらいい

かということを考えるのは他ならぬ皆さんです。たった

15年前まではジャパンアズナンバーワンといわれて誰も

文句言わなかったじゃない。その理由は何かというと、

政産官の鉄のトライアングルに誰も文句言わなかった。

私はちゃんと言いました。ここに学という言葉がないの

は、単なる成金だと。本なんかには、お金がなくなれば

誰も付き合う人はなくなるよということを書きましたよ。

しゃべってもいました。最近になってどうして産学官な

んていうの？おかしいですね。たった10年前ですよ、産

学官なんて言い出したのは。政産官の鉄のトライアング

ル、ジャパンアズナンバーワンなんて言って、こいたのに、

その人たちはどうしてしまったのでしょう。64億の人の

20パーセントが1日1ドル以下の極貧の生活をしていま

す。世界の60億の半分は1日2ドル以下という貧しい生

活をしています。それを皆さん知っているんですよ。知っ

ていて何ができるかを考えていますか？

　エイズの最初の患者さんが出たのは1981年です。20

アジアにおける日本を考えよ
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年前、私がUCLAに行ったとき、その何人かの患者さ

んを見たから知っていますけど、今や2千万が死んでい

ます。20年の間に。今4千万の患者がいます。そのう

ちの70パーセントはサブサハラ（サハラ以南）にいます。

そのサブサハラの15歳から24歳の女性の75パーセン

トがHIVポジティブ（陽性）です。どうします？皆知っ

てるはずですよ。そこに何ができるかということを考え

ていますか？そこはすごく大事なんじゃないかと思いま

す。世界の人口の20パーセントがイスラムです。20年

後には30パーセントがイスラムになります。例えば、

20年前のサウジアラビアの人口は900万です。今どの

くらいか知ってます？2100万ですよ。20年で。70パー

セントは20歳以下なんだから。それに追いつくだけの

学校、仕事、できると思います？そういう世界に住んで

いる子供たちはどういうふうになるでしょうか。考えた

ことがありますか？

　日本は、少なくとも経済大国になって、アジアで一番

成功したモデルであるのであれば、そういうビジョンで

次の日本の立場を確立しない限り、それは国の信用の問

題であり、それが安全保障の基盤なのではないでしょう

か。それをするのにはあまりにも日本は内向きなんじゃ

ないかなという気が私にはします。

　イスラムの問題を取り上げてみましょうか。そうは

いってもイスラムの60パーセントはアジアに住んでい

るんです。マレーシア、インドネシア、パキスタン、バ

ングラデシュ。日本はいい関係を持っているんですよ。

中東のイスラムとだってすごくいい関係を持っている。

そこに何をする。科学技術創造立国なんて言っているけ

ど、その科学技術というツールを使ってこれからの環境、

成長するアジアの環境を、成長しながらどうやって環境、

食料、エネルギー、水を得るか、何を貢献できるかとい

うことによって、やはり日本の貢献、日本の国の力とい

うことが認められて初めて、日本の国の安全保障の基盤

になるのじゃないですか？皆さん、お友達になりたい人

は単なるお金持ちならいいわけですか？違いますね。そ

ういう国になれますか？それがやっぱり大事なのではな

いですか？それが私たちの子供や孫や、その先のアジア

の人たちにやっぱり安心な国をつくってあげられる一つ

の条件じゃないだろうかと思っております。

　もう一つは、必ず起こってくるのは、高齢化社会で

す。高齢化社会になり、女性が社会進出するような豊か

な国になれば必ず少子化が起こります。それをどうする

かというのは、日本の課題ではあるのだけれども、移民

するのですか？相変わらず国を閉めておくのですか？イ

タリアは日本より出生率が低いと言ったって、イタリア

はECで陸続きなんだから、あまり気にしてません。だ

けど日本は陸続きになろうったってできません。しかも、

地球の温暖化で、これから100年後には水位が60セン

チから70センチ上がると言いますよ、どうします？今

から何ができます？どうせ私はいないんだからいいやっ

て言う人は、たくさんいると思います。私はそのころ年

金もらうなんて言っている。冗談じゃないですよ、自分

たちの子供たちに何を残すかということをよく考えない

といけません。

　日本は今までの世代、いわゆる冷戦構造とアメリカに

占領されたという枠組みで成長してきた人たちが、あま

りにも自分たちの将来の世代のことを考えてないのじゃ

ないかなと思います。それをどうするかというのは誰

が決めるのでしょう？それはやっぱりメディアも大事だ

し、最近のNHKを見ていればそうかもしれないけど、

やっぱりどういう情報を出すかというのがすごく大事で

すね。だから、科学技術、バイオテクノロジーは生活者

を豊かにするか、それはあなたたち次第ですよ。テク

ノロジーは、決してあなたたちを豊かにしません。何を

するかというと、どういう社会にしたいのか、それは何

のためなのか、ということを考えて初めて技術が生かさ

れるものだと思います。だからそれにはやっぱり国のビ

ジョンが大事でそのビジョンは歴史的な展望の延長上か

ら推測されることであり、世界が動いてくるダイナミズ

ムとパラダイムは何かということをきちんと予測して、

アジアでの信頼の再構築を、2050年までにやり遂げな

ければなりません。イギリスだってアヘン戦争を150年

前に起こして、あれだけやっておいて今は仲いいです

ね。そのぐらいかかるんです。それぞれの世代が過去の

ことを忘れて2世代くらい経たないとなかなかうまくい

きません。ということを考えると、何をしたらいいかと

いうことは、人材の育成であり、若い人たちの教育であ

り、科学技術というツールはIT、バイオ、ケミストリー、

ナノとか言ってますけど、それは環境にどうするかとい

う共通のミッションを達成するための手段だ。と私は思

います。

　そういうことで、将来の日本はどうか。2050年に、な

せめて15年先を考えよう
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ぜ私が2050年にこだわるかというと、2050年というと、

まだ向こうの方であんまり関係ないと思っていません

か？だけど2050年に還暦に迎える人は今14歳ですよ。

2050年に仕事のピークの50歳の人は今4歳です。この

人たちがこれから受ける10年間の教育を考えたら、私

は非常に不安です。そういう国を目指すためのミッショ

ンというのはいくつかあります。教育であり、国であり、

政府の形であり、国家の安全であり、という話になるの

だけれども、しかしそれは2050年ではあまりにも遠い

から、2020年にそのミッションをどこまでもっていく

かというベンチマーキングができると思います。

　なぜかといえば、15年と言えば、あまりにも先で、

俺はもういないよと思っている人もいるかもしれませ

ん。だけど15年前に何があったでしょう？15年前に

はベルリンの壁が落ちました。その2年後には冷戦がな

くなりました。予想しましたか？15年前には天安門事

件が起こりました。今の中国から予想できましたか、そ

んなことが？20年前や15年前には日経平均が39,000

円でした。次の年には20,000円になりました。今や国の

借金は、GDPの140パーセントです。特殊法人その他

の隠れ借金は300兆円です。トータルで1,000兆もの借

金が返せると思います？不
インポッシブル

可能です。たった15年でこ

んなことが起こるというのであれば、皆さんの英知か

らすれば、15年先はこの辺じゃないかということがあ

る程度わかるんじゃないですか？そのベンチマーキング

をして、5ヵ年計画の三つをどういうふうに達成するか

ということを考えて、情報を発信して人材の育成にどう

やって投
インベスト

資するかということこそ科学技術の投資の方法

であり、それはやっぱり環境に優しい、成長する地球の

温暖化というような話について、何が貢献できるかとい

うのが日本の最大のミッションじゃないでしょうか。特

に、先ほど言ったようにアジアのイスラムの、イスラム

の60パーセントを占めているアジアでは日本はすごく

いい関係があります。インドネシアもそう、マレーシア

もそう、パキスタンもそう。ただ、そこにどういうふ

うにソフトパワーを構築していくかということに、戦略

的に投資することこそがやっぱり日本の戦略だと思いま

す。というわけでバイオテクノロジーは生活者を豊かに

するか、生活者ってまさか私たちのことだけ考えている

わけじゃないでしょうね。ありがとうございました。

人材育成こそ高齢化社会への対応


